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国際社会学部インドネシア語専攻四年
安藤友希
︵あんどう・ゆき︶
新生活への期待と希望を形にするための手がかりが本には隠れていると思います。新入生の皆さん、参考書以外の本をゆっくり読んで解放感を味わってください。
プラムディヤ・アナンタ・トゥール『ゲリラの家族』
押川典昭訳、めこん、一九八三年
インドネシア文学界の巨匠、プラムディヤの作品。無数に存在した、戦争によって破壊された家族のうちのひとつである、ゲリラの家族の絶望、苦悩、希望、祈り、そして誓いの物語。途中で突き刺さる言葉に苦しくなったとしても、痛みを受け止めて最終章まで読み進めてほしい。インドネシア語科の新入生だけでなく、インドネシアに興味がない人にも勧める。
中山七里『おやすみラフマニノフ』
宝島社文
庫、二〇一一年
給料の八割は我慢代、この小説で私の身に染みたのはこの言葉。破天荒な空想と知りながら、自分の夢へと一歩踏み出す主人公は大学生。音楽の世界に身を置くことに葛藤しながらも ら 意志で音と想いを奏で始める。普段本を読まない人でも一気に読めるミステリー小説。
近藤史恵『サクリファイス』
新潮文庫、二〇一
〇年
勝利に意味が見出だせない主人公。チームのエースに抱いた不信感は次第に膨らむが、自分ではなく彼の勝利のために献身する道を選ぶ。 「
sacri  ce 」 、その上にある尊く重
く、神聖な︙︙。身を捧げてい のは一体誰だったのか スポーツを題材にした作品。
読めば、苦しい時や行き詰まった時に前に進めるかもしれない。
??????
外国語学部スペイン語専攻四年
佐藤結香
︵さとう・ゆか︶
こんにちは。友人にアメリカのパンツをあげたら、お返しに香港のパンツをもらいました。外大っていいところだなあと思います。
二ノ宮知子『のだめカンタービレ』
全二五巻、
講談社、二〇〇二‐一〇年
在学生の先輩たちが新入生に読んでほしいイチオシ本を選びました︒視野を広げてくれる本︑自分を深くみつめる本︑遠くの世界を想う本︒どれも魅力あるものばかりです︒知的で豊かな学生生活のために︑ぜひ手に取っ みてください︒ ︵編集部︶
?????
のだめたちは夢を持ち、人を愛し、命がけで自分と、他人と向き合う。恋愛だけでなく、愛する物の全てを貪欲に追うのだめたちの姿は、今まさに自己実現の過程にある私たちに大きく通じるものがある気がする。
山岸凉子『甕のぞきの色』
秋田文庫、一九九七
年
鋭い視点で人間の業を描く山岸凉子 短編集。芥川龍之介『六の宮 姫君』を基にした最後の一編『朱雀門』は、自らの生を生き切らない恐ろしさ、ふがいなさを訴える。自分から何か・誰かを欲し、愛し 生き抜いて初めて、 「生」を完成するものとして「死」を迎えることができるのである。
吉本隆明『超恋愛論』
大和書房、二〇〇四年
日本独特の三角関係、文豪たち 目指した恋愛像、日本文化の根底を流れる男女観・恋愛観・結婚観について、自身の考えを織り交ぜながら吉本隆明が語 大学一年当時、これまで大人たちがこんなにも真剣に、正直に、恋愛について語ってくれたことはあっただろうかと大きな衝撃を受けた。恋
愛についての考えは個人の数 け様々だが、この世界で、誰かを愛し、一緒に生きていくことを考え始めるとき 私たちと一緒に歩んでくれる本であると思う。
??????
国際社会学部英語専攻四年
難波友希
︵なんば・ゆき︶
今回のピエリアのテーマは「愛」です。恋愛、家族愛、動物愛など、今回紹介する三冊にはさまざまな「愛」が詰まっています。読んだ後には、ほっ、とした気持ちになれるものを選びました。是非、手に取って読んでみて下さい。
恩田陸『夜のピクニック』
新潮文庫、二〇〇六
年
この本は恩田陸さんの代表作のひとつであり、映画化もされたの ご存じの方も多いのではないでしょうか。私はこの本を三回読み直しました。学校行事で何かが起こる
のではないか、という懐かしいソワソワ感、そして、ドキドキ感をみずみずしく描いた一冊になっています。
橋本紡『流れ星が消えないうちに』
新潮文庫、
二〇〇八年
これは恋愛小説です。主人公が亡くなる悲しい展開はありがちですが、この本は少違う観点で描かれていま 大切な人が亡くなったその後を描いているのです。悲しみを抱きつつも新しい人間関係を形成し生きてい 姿は逞しさすら感じられま 。
江國香織『つめたいよるに』
新潮文庫、一九九
六年
この一冊は私がどうしても紹介 たかった一冊です。一話目の『デューク』が特に一押しです。中学校の教科書に入っていたことがきっかけで読みました。それ以来、ずっと愛し何度も読み返しているお話です。ある意味ミステリー あり、神秘的ですらあります。読み終わったあとに残る温か気持ちを是非 も多くの人に感じてほしいと思います。
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外国語学部ポーランド語専攻四年藤澤大智
︵ふじさわ・だいち︶
新入生のみなさま、ご入学おめでとうございます。僕からは、芸術作品にふれるための導入としておすすめしたい本を二冊ご紹介します。
天野恵・鈴木信吾・森田学『イタリアの詩歌―
音楽的な詩、詩的な音楽』
三修社、二〇一
〇年
本書の第一部では、イタリア文学の古典中の古典を例に、イタリア詩の韻律法が、第二部では、詩と音楽との関係が、わかりやすく解説されています。詩にとってその音楽性は切っても切り離せないものですが、せっかく外国語を学習して原語で詩を読んでも、韻律法についての知識が ければ、詩を味わいつ すこと できません 本書はイタリア詩について ものですが みなさんがそれぞれ専攻なさる言語の韻律法について、何らかの本を手にと 知っておくとよいと思います。
レオン・バッティスタ・アルベルティ『絵画論』
改訂新版、三輪福松訳、中央公論美術出版、二〇
一一年
一五世紀、抽象的な絵画理論というよりはむしろ画家たちのための実践の手引きとして書かれた本書から、ルネサンスの偉大な画家たちがどのようなことを念頭に置いて戧作し いたのかがう がえます。鑑賞者としても、絵画を幾何学的秩序のもとに把握することをはじめとして、絵画をよく見るためのさまざまなコツがつかめるでしょう。また、ご旅行の際には、現地でしか見ることのできない建築物や美術作品に徹底して見入ることをおすすめします。
??????
言語文化学部ドイツ語専攻四年大津圭司
︵おおつ・けいじ︶
新入生の皆様、大学生になり自由な時間も増えたことでしょう。これを機に色々な本を読んでみる も、充実した生活に資す
に違いありません。ここでは、私の好きな小説を紹介いたします。
福永武彦『草の花』
新潮文庫、一九五六年
『草の花』は、福永武彦の代表作である恋愛小説です。語り手がサナトリウムで知り合った汐見という男の青春の物語で、若さゆえの純粋さに苦しみながらも美しく生きた姿には、感動を禁じ得ません。これは、思春期を今生きているみなさんだからこそ読んで得るものも大きいのではないでしょうか。
吉屋信子『花物語』
上・下、河出文庫、二〇〇九
年『花物語』は、大正時代の女学生同士の愛―
いわゆるエスを描いた代表的小説です。
エスは、友情や憧れの延長線上に位置するものです。しかし、彼女たちに待ち受ける未来は必ずしも明るくはありません。吉屋信子の代表作であり、独特の世界観の中で育まれる少女たちのこの物語 、昨今のサブカルチャーに多く見られる百合文化の源流ともいえるでしょう。
坂口安吾『桜の森の満開の下・白痴
　
他十二
篇』
岩波文庫、二〇〇八年
『桜の森の満開の下・白痴
　
他十二篇』は、
坂口安吾の主要な小説を集めた一冊です。「桜の森の満開 下」は、無情な世界を美しい情景の中に描き切った傑作で、私が小説を読み始めるきっかけとなった作品でもあります。　
本を読んで感動するということは 一度
経験すると病みつきになります。皆様が、今後豊かな生活を送られるよう願っています。
?????????
国際社会学部スペイン語専攻四年
角智春
︵すみ・ちはる︶
言語に囲まれた学生生活は、理系の世界を感じることのできる本を手にすることでより豊かに広がっていくのではないでしょうか。私に衝撃的な影響を与えた本には、文理をつなぎ、普遍的な主題を追求するものが多かったです。
鈴木健『なめらかな社会とその敵
―
ＰＩＣ
ＳＹ・分人民主主義・構成的社会契約論』
勁
草書房、二〇一三年「この複雑な世界を、複雑なまま生きることはできないのだろうか。 」という印象的な一文から始まる。生物としての人間が、境界の多く引かれた社会で新たな関係をつなぎ、集合的知性を最大限反映させるにはどのような思考や制度の構築が必要なのか。数理的アルゴリズムによる政治経済システムの革新的モデルを提示する一冊。
ユクスキュル／クリサート『生物から見た世界』
日高敏隆・羽田節子訳、岩波文庫、二〇〇五年
生物ひとつひとつの︿環世界﹀＝「それぞれが独自の知覚と行動で編み出す環境」の多様性について唱えた科学の古典。私たちの感じる世界はすべて 生き物にとって単一の性質を示すものではない。時間・空間の尺度さえ認識の差により伸縮し、環境は各生物が主体的に選び取る要素によって意味
づけられ、つくり上げられていることを知る。
小林秀雄・岡潔『人間の建設』
新潮文庫、二〇
一〇年
批評家・小林秀雄と数学者・岡潔の対談。岡は世界中の数学者が挫折した多変数解析函数論における「三つの大問題」を解決。天才・ の数学的思考には、まことに人間的な「情緒」の概念が通底す をする主体は人間な だから、 とは単に解を導出することで なく、その最後には人間の「わかった」という実感が必ず伴っていることを忘れてはならない
―
数学の中
心に心の動きをみる岡の思想は非常に魅力的である。
55 54
故郷への愛の本
外語大留学生のみなさんがそれぞれの故郷や母国にまつわる本を選 でく ました︒異国で生まれた数々の魅力的な作品に︑ぜひ触れてみてください︒ ︵編集部︶
︵所属／出身地／母語︶
??????????? ??
??????????????
㆑ブロワ・マリヤ
︵
Р
еброва М
ария ︶
総合国際学研究科博士前期課程／ロシア／ロシア語
「砂漠に何を持って行きますか」と聞かれたら、私はたぶん、本だと答える。どういう本をまず思い浮かべるかと言うと、ブルガーコフの『巨匠とマルガリータ』である。今も日本に持ってきてい この本は私にとってロシア語文学の極みであるとともに、キリスト教文化、ソビエト文化、ソビエト時代の良さも歪みも、そし 、誰にとっても普遍的で大事な のを集約した本であ も 一冊は 一九世紀に書かれたグリボエードフの『知恵 悲しみ』が私にとって象徴的な作品である。グリボエ ド は外交官を務めながら、作詩や作曲もしていた多才な人 った。彼の残した『知恵の悲しみ』の中の言葉は、現代語 どれだけ浸
透していることか。自分が普段使っていた慣用句や比喩表現が『知恵の悲しみ』からだったことを知った時に、驚いた覚えがある。自分の時代より先進的で、社会を改善する方法も分かっているけれど、その社会に拒まれ、結局田舎に追放される貴族の話は一九世紀のロシアを写している。一方、社会と進歩、社会とインテリのあ 方 加え 愛や人間関係という幅広いテーマをユーモラスかつ鋭い形で取り上げている。両方とも日本語訳がある ら、是非読んいただきたい二冊である。М
и
хаи
л А
ф
ан
асьеви
ч Б
улгак
ов, М
аст
ер и
 М
аргари
т
а, А
ст
рель-
С
П
б, 2011 （ミハイル・ブルガーコフ『巨匠とマルガリータ』上・下、法木綾子訳、
群像社、二〇〇〇年）А
лек
сан
др
 С
ер
гееви
ч Г
р
и
боедов, Г
оре от
 
ум
а, А
збука, 2011 （グリボイェドフ『智慧の悲し
み』小川亮作訳、岩波文庫、一九五四年）?????????????
メンナタッラー・アリーマヘル
︵
︶
特別聴講生／エジプト／アラビア語
エジプトにはさまざまな作家がおり、いろいろな本が人
気です。過去から現在まで、エジプトで有名な作家と えばアッバス・エルアッカド、ナギーブ・マフフーズ、タハ・フセイン、ムスタファ・マフム ドが挙げら ます。
アッバス・エルアッカドの有名な作品は『モハメッドの
天才』 『私』など。
ナギーブ・マフフーズの有名な作品は『スッカリヤー』
『カスル・エルショーク』 『ベンエルカスレーン』で、これは三部作となっています。
タハ・フセインの有名な作品には『地球に殉じた人々』
『失恋』 『日々』などがあります。
ムスタファ マフムードの有名な作品は『地震』 『暮ら
しの謎』 『死ぬ謎』などです。マフムードはもう亡くなりましたが、この本 エジプト人のあ だで長きにわたって人気があります。現在、小説は若者たちのあいだにとても人気があります。例えば、アハメド・ムラド 青 象』 、シェリフ・アラファ『どうやって人間になる？』モハメド・サディク『ヘビタ』などがあります。ナギーブ・マフフーズ『カイロ三部作１
　
張り出し窓の街』
塙治夫訳、国書刊行会、
二〇一一年
??????????
チョコ
︵
︶
総合国際学研究科博士後期課程／内モンゴル／モンゴル語
古い民間歌謡のひとつ「
黒ガンガ・ハラ
駿馬
」を主題として、小説
『黒駿馬』は壮美で広々とした草原の中でのモンゴル族青年バヤンボラグの成長歴程を通して、彼と少女ソミヤの愛情悲劇を描き出した。ゆっくりとした律動、優雅な筆法によって、モンゴル人の風俗人情を再現 いる。モンゴル人の善良さを謳歌して、勤勉に働いている美徳を賛美した。
この作品では、主人公である幼年のバヤンボラグは母親
を失い、父親は彼 養う余裕がないため、彼 ボラガン草原に生活するエジ
（母親の意味）
に養ってくれるよう頼む。
少女のソミヤ
（春の新しい芽の意味）
も孤児であり、エジは
同様にソミヤを養うように引き受ける。エジは身内がおらず、自分で生んだ子供の うに 二人の子供を成人 なるまで見守り、育てていく。二人の子供はだんだん成長していき、感動的な物語を み出す。张承志﹃黑骏马
　
建国
60周年优秀中篇小说
图文本﹄
上海人民美术出版社︑二〇〇九年
（張承志『黒駿馬』岸陽子訳、早稲田大学出版部、一九九四年）
